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　小児においても原発性や転移性肺腫瘍のみならず骨

髄移植の一貫としてなど治療のために肺に放射線照射

を行う機会が増えてきている。放射線照射の後に肺機

能障害が必然的におこることは周知の事実であるにも

かかわらず，その程度に関する報告はすくない。

　今回我々は悪性腫瘍の治療のために片側肺野に放射

線照射をうけた小児3例に肺機能検査を行う機会を得

た。症例1は胸部神経芽腫の術後で8ヵ月時に左肺野

に2550rad．の照射を受けた9歳男児，症例2は悪性胸

腺腫の術後右肺野に1500rad．腫瘍床には3500rad．の照

射を受けた8歳男児，症例3は骨外性EwinE肉晴のた

め右肺野e：　2000rad．右後胸壁には接線照射にてさらに

3000rad．の照射を受けた7歳男児である。　RIの検

査としてはXe－133吸入とTc－99m　nAAre注による局所肺

磯能検査と最近肺機能評価にも用いられている1－123

1MPによる検査を行ったが，いずれも照射肺野の機

能低下を示していた。

326　　1z31－1”pにょる肺スキャンの臨床的検討

　中條政敬，内山典明，平木嘉幸（国療南九州病院，

　放射線科）

　肺の非粒子性血流・代謝スキャン剤の可能性のある

1：31　－IMP　e：よる肺スキャンの臨床的検討を行った．

　対象は非癌性肺疾患17例と種々の組織型の原発性肺

癌31例である。方法は‘：sI　－IMP　1．5～3．0■Ciを静注

後30分目と4時間目にガンマカメラで6方向より撮像

した。集積度の判定は30分目では正常部のactivityを

基準とし，欠損（一），同程度（＋），高度（・H－）と

し，4時間目では正常部と病変部の相対的集積度の変

化を30分目と比較した。

　非癌性肺疾患例の病変部では30分目で一：7（肺化

■症空洞1，結節性結核1，塊状珪肺5）．＋：10（

肺炎5，肺化■症1，結核2，珪肺1，ジストマ1）

，－H－‡6（肺炎4，肺化■症1，結核1）であったが

，4時間目には不変7病変で，その他16病変は全て増

強し，明瞭となった．4時間目でも欠損を呈したもの

は肺化■症空洞1，結核1，珪肺3であった．一方肺

癌32病巣は30分，4時間目とも全て欠損像を呈した。

しかし30分目ではll癌病巣周囲に高度集積がみられ．

4時間目では，それは22病変と増加，5合併無気肺も

全て4時間目で高度集積を示した．以上，t：31－IMP

は肺病変により異なった集積パターンを示した．

327　　放射性ヨード標識IMPを用いた肺イメー

ジングの基礎的検討
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12s　1－IMPが容易に脳実質に移行する物質である事

はよく知られている所であり静注後の移行状態は20

分まで脳への集積は増加する。一方肺の描出は静注後

に高い分布を示すが以後脳では漸次集積が増加するの

に反し緩徐に低下を来たす。

この肺への集積状態を観察する事によb肺疾患の診断

に応用出来るかを検討した。

症例は肺癌で放射線治療を実施した例が多く治療後に

おける放射性肺炎との関連を検討した．又間質性肺炎

の症例等でも肺へのRI分布について検討した。

興味ある症例としては肺癌で外部照射を40Gy実施し

照射終了直後に本検査を施行し照射部位に一致してR

Iの停滞をみとめた。

その停滞はRI注射直後より3時間以上にわたってみ

とめられた。

他症例については現在検討中である。

328　　　肺癌における1231－IMP肺シンチグラ

フィの検討
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　肺癌11例に1231－IMP肺シンチグラフィを施行

し、その臨床応用の可能性について検討する。
　　　　　　　　　　123　　　　　　　　　　　　1－IMP3●Ciを肘静脈　撮像は坐位で行い、

より静注し、［arty　scintioraphyをP注直後に、De　・・

layed　scintigraphy　を24時闇後に行った。

　Early　i●ageでは全例で癌腫の範囲より広範か、ほ

ぼ同等の集積欠損を認めた。Oelayed　i■aoeでは、腫

■周辺域に集積の坑進を示すものが6例で最も多く、

腫癌に一致する集積を示すものが4例、腫●　rc　一一致し

て欠損をRめるものが3例であった。組織型による集

積と欠損のパターンに一定の傾向はRめなかった。

Early　i■aoeは肺血掩の影■が大きく、肺血流シンチ

グラフィに近似すると考えられた。Delayed　i●aoeか

らは腫癌周辺域、とくに炎症性病巣でのRIのwash－

outの遅延が示唆された。
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